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自 

助

自
分
自
身
や
家
族
の
命
、
財
産
を
自

分
で
守
る

共 

助

区
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助

け
合
う

公 

助

行
政
に
よ
る
公

的
な
支
援

近 

助

と
な
り
近
所
同
士
で
助
け
合
う

富
士
川
町
総
合
防
災
訓
練

　
8
月
30
日
（
日
）、
富
士
川
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
8
時
30
分

に
震
度
6
強
の
東
海
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
地
震
発
生
を
告
げ
る
J
ア

ラ
ー
ト
放
送
や
、
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
よ
る
緊
急
速
報
が
鳴
り
響
き
、
町

内
各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
行
い
、
町
内
で
1
8
6
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

ご
家
庭
な
ど
で
、
机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど

身
の
安
全
を
図
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
の
掲
示
や
確
認
、
近
所

へ
の
声
か
け
な
ど
を
訓
練

避
難
所
開
設
訓
練
の

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
（
右
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
避
難
所

受
付
（
下
）

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
、
災
害
危
険
個
所

の
巡
視
や
被
害
状
況
の
報
告
、
初
期
消
火

や
救
出
・
救
護
の
実
施
、
集
団
避
難
の
実

施
や
避
難
所
の
運
営
、
炊
き
出
し
や
救
援

物
資
の
配
布
に
対
す
る
協
力
の
た
め
の
訓

練 　
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
実
施
や
、
人
を
集
め

て
の
訓
練
を
中
止
す
る
地
区
も
あ

り
ま
し
た
。

DROP !
    COVER !

HOLD ON !

まず低く
　頭を守り
　　動かない

Community

Yellow
　Handkerchief

飲
料
水
供
給
訓
練
の

様
子
（
右
）

自治会

黄色いハンカチ
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令
和
2
年
11
月
22
日
実
施
!!

日　
時

　
11
月
22
日
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場　
所

【
メ
イ
ン
会
場
】

　
　
鰍
沢
小
中
学
校
校
庭

【
避
難
所
訓
練
】

　
　
鰍
沢
小
学
校
体
育
館

【
福
祉
避
難
所
訓
練
】

　
　
鰍
沢
中
学
校
体
育
館

【
孤
立
集
落
訓
練
】

　
　
平
林
地
区

内　
容

◇
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

◇
避
難
所
開
設
訓
練　
※
住
民
参
加

◇
炊
き
出
し
訓
練

◇
福
祉
避
難
所
開
設
訓
練

◇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
設
置
訓
練

◇
救
出
・
救
助
訓
練

◇
ト
リ
ア
ー
ジ
・
医
療
救
護
所

　
運
営
訓
練

◇
道
路
啓
開
（
ガ
レ
キ
撤
去
）
訓
練

◇
緊
急
物
資
輸
送
訓
練

◇
孤
立
集
落
各
種
訓
練

◇
各
種
防
災
用
品
展
示　
　
　
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
交
通
課　
消
防
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

山
梨
県
地
震
防
災
訓
練

令
和
2
年
11
月
22
日
実
施
!!

　
災
害
発
生
時
に
は
公
的
機
関
も
被
災
し
、多
種
多
様
な
救
助
要
請
に
対
応
す

る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、日
々
の
訓

練
が
大
切
で
す
。

　
本
年
度
は
、さ
ら
な
る
防
災
力
向
上
を
目
指
し
、山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
を

本
町
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再
流
行

し
て
お
り
、災
害
発
生
時
に
は
避
難
所
が
密
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

感
染
症
を
考
慮
し
た
避
難
所
の
開
設
訓
練
や
、孤
立
集
落
を
想
定
し
た
物
資
の

輸
送
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
訓
練
参
加
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、防
災
用
品
の
展
示
な
ど
の
見
学
も
で
き
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
物
資
輸
送
訓
練
の
様
子

救
出
・
救
助
訓
練
の
様
子

〜災害に強
い町づくり

のために〜

ご来場に際しましては、必ず事前に検温を実施したうえでの来場をお願いし
ます。熱がある場合や体調不良の場合は来場しないようにご理解とご協力を
お願いします。また、会場ではマスクの着用および設置されたアルコールで
の手指消毒をお願いします。

会 場

感染症対策へのご協力をお願いします
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新型コロナウイルス感染症関連
　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
通
常
よ
り

妊
娠
や
出
産
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と

に
対
し
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金
基

準
日
の
翌
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ま
と
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
に
町

で
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
、
本
町
独
自
の

給
付
金
を
支
給
し
、
お
子
さ
ま
の
健

や
か
な
成
長
を
応
援
し
ま
す
。

◇
対
象
者

⑴�

出
生
児　
次
の
①
②
の
す
べ
て
を

満
た
す
新
生
児
の
保
護
者

　
①�

4
月
28
日
（
火
）
か
ら
8
月
11

日
（
火
）
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

の
保
護
者
で
、
本
町
に
住
民
登

録
が
あ
る
こ
と
。

　
②�

生
ま
れ
た
子
が
、
出
生
届
時
か

ら
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ

と
。

⑵�

妊　
婦　
次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か

を
満
た
す
妊
婦

　
①�

8
月
11
日
（
火
）
の
時
点
で
、

本
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
母

子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
。

　
②�

8
月
12
日
（
水
）
か
ら
令
和
3

年
3
月
31
日
（
水
）
ま
で
の
間

に
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ

れ
た
妊
婦
で
、
本
町
に
住
民
登

録
が
あ
る
方
。

◇
給
付
額

　

�

新
生
児（
ま
た
は
、お
な
か
に
い
る

赤
ち
ゃ
ん
）
1
人
に
つ
き
10
万
円

◇
申
請
要
件

　

�

申
請
日
に
お
い
て
、
本
町
に
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と

　
※�

転
出
し
た
方
は
給
付
金
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん

◇
申
請
期
限

　
令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

水
道
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
た
給

水
契
約
者
に
対
し
、
水
道
料
金
が
減

免
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
者

　
町
内
す
べ
て
の
給
水
契
約
者

◇
減
免
要
件

⑴�

個　
人　
次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か

を
満
た
す
方

　
①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯
の
方

　
②�

2
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
最
も
低
か
っ

た
月
の
収
入
が
、
前
年
同
月
比

で
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少

し
、
前
年
の
所
得
が
4
0
0
万

円
以
下
の
方

⑵�

事
業
者　
2
月
か
ら
11
月
ま
で
の

間
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
最
も
低

か
っ
た
月
の
収
入
（
売
上
）
が
、

前
年
同
月
比
で
30
％
以
上
50
％
未

満
減
少
し
て
い
る
事
業
者

◇
減
免
額

○
減
免
要
件
が
個
人
①
に
該
当

　
全
額
を
免
除

○�

減
免
要
件
が
個
人
②
に
該
当
ま
た

は
事
業
者

　
［
収
入
（
売
上
）
減
少
割
合
］

　
30
％
以
上
40
％
未
満
減
少
の
者

20
％
減
額

　
40
％
以
上
50
％
未
満
減
少
の
者

30
％
減
額

◇�

減
免
期
間　
8
月
分
か
ら
令
和
3

年
2
月
分
（
申
請
を
し
た
月
の
水

道
料
か
ら
減
免
）

◇
申
請
期
限

　
令
和
3
年
1
月
31
日
（
日
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
担
当

　
　
　
　
　
　
　
簡
易
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
た
入

居
者
の
、
住
宅
使
用
料
が
減
免
と
な

り
ま
す
。

◇�

対
象
者　
町
営
・
町
有
住
宅
の
入

居
者
で
、
次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か

を
満
た
す
方

　
①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯
の
方

　
②�

2
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計

維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど
が
、

前
年
比
30
％
以
上
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
の
方

◇
減
免
額

　
対
象
者
①　
全
額
を
免
除

　

�

対
象
者
②　
前
年
の
合
計
所
得
金

額
に
応
じ
20
％
〜
1
0
0
％

◇�

減
免
期
間　
8
月
分
か
ら
令
和
3

年
3
月
分
（
申
請
を
し
た
月
の
翌

月
の
住
宅
使
用
料
か
ら
減
免
）

◇
申
請
期
限

　
令
和
3
年
2
月
26
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確

認
ア
プ
リ
」（
略
称
：
C
O
C
O
A
）

は
、
厚
生
労
働
省
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
目
的

と
し
て
開
発
・
配
布
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と

接
触
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
通
知

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ア
プ
リ
で
陽
性
者
と
の
接
触
の
可

能
性
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
取
っ
た

場
合
、無
料（
公
費
負
担
）で
P
C
R

検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
方
法

　
お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対

応
し
た
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

ふ
じ
か
わ
赤
ち
ゃ
ん

す
く
す
く
応
援
金

町
営
・
町
有
住
宅
使
用
料
の

減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触

確
認
ア
プ
リ
（
C
O
C
O
A
）

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
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申
請
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

　
町
で
は
、
国
の
持
続
化
給
付
金
の

給
付
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
事
業
を
継

続
す
る
た
め
の
支
援
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

◇
対
象
者

・�

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
事

業
主
ま
た
は
中
小
企
業
者
等

・�

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
個
人
事
業

主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
）

◇
交
付
要
件

・�

2
月
か
ら
11
月
ま
で
の
い
ず
れ
か

1
月
の
事
業
収
入
が
、
前
年
同
月

比
で
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し

た
月
が
存
在
す
る
こ
と
。た
だ
し
、

前
年
同
月
売
上
高
が
30
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と
。

・
確
定
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
。

・�

令
和
元
年
12
月
以
前
の
納
期
限
に

係
る
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

◇
支
援
額

　

�

事
業
収
入
減
少
率
に
応
じ
て
、
次

の
と
お
り

・
30
％
以
上
40
％
未
満
減
少

　
　
一
律
20
万
円

・
40
％
以
上
50
％
未
満
減
少

　
　
一
律
30
万
円

◇
提
出
書
類

　
①�

富
士
川
町
事
業
継
続
支
援
金
交

付
申
請
書
（
様
式
第
1
号
）

　
②�

毎
月
の
事
業
収
入
が
確
認
で
き

る
書
類
（
確
定
申
告
書
、
貸
借

対
照
表
、
売
上
台
帳
な
ど
の
写

し
）

　
③�

事
業
概
要
が
わ
か
る
書
類
（
定

款
、
営
業
許
可
証
、
開
業
届
出

書
な
ど
の
写
し
）

　
④�
法
人
、
個
人
名
義
の
口
座
通
帳

の
写
し

　
⑤�

本
人
確
認
書
類
（
個
人
事
業
主

の
み
、
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
写
し
）

※�

産
業
振
興
課
に
中
小
企
業
者
融
資

認
定
申
請
書
を
提
出
済
み
の
方

は
、
②
と
③
は
不
要
で
す
。

◇
提
出
期
限

　
12
月
15
日
（
火
）
ま
で

※�

詳
細
は
次
の
Q
R
コ
ー
ド
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
提
出
方
法　
窓
口
提
出
の
み

●
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
観
光
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
公
務
員
の
方
は
10
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
、
令
和
2
年
3
月
31
日
時
点

で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
、
郵

送
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
児
童

　
令
和
2
年
4
月
分
（
3
月
分
を
含

む
）の
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童（
3

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
）

◇
支
給
額

　
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円

◇
申
請
期
限

　
10
月
30
日
（
金
）
ま
で

◇
郵
送
先　
〒
4
0
0
―
0
5
9
2

　
富
士
川
町
天
神
中
條
1
1
3
4

　
富
士
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課
宛

※�

詳
細
は
次
の
Q
R
コ
ー
ド
（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

☎
22
―
7
2
2
1

　
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
育
て
負
担
の

増
加
や
収
入
の
減
少
に
対
す
る
支
援

を
行
う
た
め
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。
受
給

す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
す
る

ひ
と
り
親
の
方
で
、

①�

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
方

②�

所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

は
、
給
付
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
申
請
期
限

　
令
和
3
年
2
月
26
日
（
金
）
ま
で

※�

詳
細
は
次
の
Q
R
コ
ー
ド
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

申
請
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

国
ま
た
は
、
ほ
か
の
市
町
村
の
実

施
す
る
持
続
化
給
付
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
ま
す
か
？

個
人
事
業
主
の
方
は
富
士
川
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ
り
ま

す
か
？

交
付
対
象
と
な
り
ま
す

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
事
業
者
1
回
の
み
）

2
月
か
ら
11
月
ま
で
の
任
意
の
1

カ
月
の
事
業
収
入
減
少
率
が
、
前

年
同
月
に
比
べ
「
30
％
以
上
50
％

未
満
減
少
し
た
月
」
が
あ
り
、
前

年
同
月
の
事
業
収
入
が
30
万
円
以

上
あ
り
ま
す
か
？

※�

事
業
収
入
減
少
率
が
50
％
以
上

の
場
合
は
、
国
の
「
持
続
化
給

付
金
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

受給して
いない

受給済み
・

受給予定

対象外

はい

いいえ

対象外

はい

いいえ

対象外

事
業
継
続
支
援
金

ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

公
務
員
の
方
は
申
請
を
忘
れ
ず
に

詳細はコチラ
（町HP）

詳細はコチラ
（町HP）

詳細はコチラ→
（町HP）
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〜�

子
ど
も
が
主
役
！
　
日
々
の
生
活

を
大
切
に
子
ど
も
と
じ
っ
く
り
向

き
あ
う
保
育
を
し
て
い
ま
す
〜

　
保
育
所
で
は
、
令
和
3
年
4
月
か

ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
を
対

象
に
、
保
育
内
容
、
入
所
資
格
な
ど

の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
説
明

会
を
中
止
し
、資
料
を
配
布
し
ま
す
。

【
入
所
書
類
の
配
布
】

◇
配
布
開
始

　
10
月
1
日
（
木
）
〜

◇
配
布
場
所

　
子
育
て
支
援
課
窓
口

　
各
町
立
保
育
所

【
申
込
受
付
】

◇
日　
　
時

　
10
月
30
日（
金
）、11
月
2
日（
月
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場　
　
所

　
役
場
本
庁
舎
1
階
会
議
室

※�

都
合
の
悪
い
方
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切

　
11
月
30
日
（
月
）

『
令
和
3
年
度
途
中
の
入
所
を
お
考

え
の
方
』

　
育
児
休
業
終
了
・
就
労
開
始
予
定

な
ど
で
、
途
中
入
所
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
11
月
16
日
（
月
）
〜
30
日

（
月
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
町
外
の
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園
等

を
ご
希
望
の
方
』

　
町
外
の
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
を
希
望
す
る
場
合
は
、
富
士
川

町
に
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

自
治
体
間
で
協
議
を
行
い
ま
す
。
各

自
治
体
に
よ
っ
て
申
込
締
切
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

入
所
書
類
の
配
布
お
よ
び
申
込
受

付
は
子
育
て
支
援
課
窓
口
と
な
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

〜�

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
保
育

で
豊
か
な
育
ち
を
〜

　
た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
の
家
は
、
働
く

ご
両
親
の
子
育
て
を
応
援
し
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
ゆ
っ
た
り
生
活

で
き
、
お
互
い
に
関
わ
り
合
い
な
が

ら
豊
か
に
育
っ
て
い
け
る
『
家
』
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、地
域
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、

外
遊
び
を
中
心
に
五
感
に
刺
激
を
受

け
る
体
験
型
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
入
園
説
明
・
施
設
見
学
】

◇
日　
時

　
�

10
月
14
日
（
水
）、
15
日
（
木
）、

16
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

　
各
日
定
員
5
組
。
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
別
日
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

◇
入
園
募
集

　
0
歳
児
（
2
か
月
）
〜
5
歳
児

◇
入
園
手
続
き
・
保
育
料

　
町
立
保
育
所
と
同
様
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
の
家

　
☎
22
―
4
1
5
0

　

http://tanpopo-kodom
o.ed.jp/

〜�

子
ど
も
の
「
思
い
」
を
大
切
に
育

て
て
い
き
ま
せ
ん
か
〜

　
峡
南
幼
稚
園
は
、
満
3
歳
か
ら
5

歳
の
縦
割
り
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
モ

ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
が
特
徴
で
す
。

子
ど
も
の
興
味
や
自
発
性
を
も
と

に
、
集
中
力
や
手
の
器
用
さ
、
最
後

ま
で
や
り
抜
こ
う
と
す
る
忍
耐
力
や

自
信
、そ
し
て
優
し
さ
を
育
み
ま
す
。

　
午
後
に
は
、
年
齢
別
一
斉
活
動
も

行
い
ま
す
。

　
入
園
を
お
考
え
の
方
は
、
説
明
会

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
入
園
説
明
会
】

◇
日　
時

　
10
月
2
日（
金
）午
後
1
時
30
分
〜

　
（�

内
容
：
2
歳
児
ク
ラ
ス
、
3
・

4
・
5
歳
児
ク
ラ
ス
の
説
明
）

　
10
月
3
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　
（�

内
容
：
3
・
4
・
5
歳
児
ク
ラ
ス

の
説
明
）

※�

各
日
程
の
定
員
20
人
で
す
。
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

駐
車
場
は
、
園
舎
南
側
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
願
書
受
付
】

　
11
月
2
日
（
月
）
午
前
9
時
〜

　
（
2
歳
児
ク
ラ
ス
含
む
）

※�

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
幼
稚
園　
☎
22
―
0
6
0
4

　

http://kyonan.ed.jp

【
町
立
保
育
所・た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も

の
家
・
峡
南
幼
稚
園
へ
見
学
希
望

の
方
へ
】

◇�

随
時
対
応
し
ま
す
の
で
、
各
園

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
町
立
保
育
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

『
運
動
会
』

◇
今
年
度
は
各
園
で
実
施
し
ま
す
。

　

�

例
年
行
わ
れ
て
い
る
、
未
就
園

児
向
け
の
種
目
は
中
止
し
ま
す
。

『
保
育
所
開
放
』

◇
今
年
度
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
第
2
保
育
所

　
☎
22
―
4
7
0
0

令
和
3
年
度

保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所（
園
）に
つ
い
て

町
立
保
育
所

　
私
立
保
育
園

た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
の
家

学
校
法
人
　
峡
南
学
園

峡
南
幼
稚
園
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「税金」を財源に、
市町村が病院に支
払います。

「保険料」を財源
に健康保険が病院
へ支払います。

助成制度により
助成される部分

3,000円

7,000 円

【
医
療
費
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

　
助
成
制
度
に
よ
る
支
払
い
（
医
療

費
）
が
増
加
す
る
と
、
保
険
料
が
上

が
っ
た
り
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
」
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費

抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】

　
小
学
生
の
子
ど
も
が
病
院
で
診

療
を
受
け
、
1
万
円
の
医
療
費
が

か
か
っ
た
場
合

●
病
院
窓
口
で
は

　

�
助
成
制
度
に
よ
り
、
自
己
負
担

分
（
3
，0
0
0
円
）「
な
し
」

と
な
り
ま
す

●
負
担
の
仕
組
み

子
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
の
仕
組
み

旧
鰍
沢
分
庁
舎
跡
地
に

駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た

J
R
東
海
の
中
央
新
幹
線

高
架
橋
新
設
工
事
が
着
工
へ

【
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
】

①�

休
日
・
夜
間
の
受
診
は
割
増
料
金

が
加
算
さ
れ
、
医
療
費
が
高
額
に

な
り
ま
す
。

　

�　
急
な
病
気
で
判
断
に
迷
い
心
配

に
な
っ
た
と
き
は
、「
小
児
緊
急
電

話
相
談
」
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　
小
児
緊
急
電
話
相
談
（
山
梨
県
）

　
☎
0
5
5
―
2
2
6
―
3
3
6
9

②�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
使
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

�　
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
等

の
有
効
成
分
・
効
能
が
あ
る
と
国

か
ら
認
め
ら
れ
た
安
価
な
お
薬
で

す
。

③�

体
に
良
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う

・
手
洗
い
、
う
が
い

・
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん

・
定
期
予
防
接
種

④
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

・�

町
や
保
育
園
、
学
校
な
ど
で
行
う

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

・�

健
康
診
査
で
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
・
再
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た

ら
、
早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

　
旧
鰍
沢
分
庁
舎
跡
地
に
、
商
店
街

利
用
す
る
皆
さ
ん
が
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
13
台
分
の
駐
車
場
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て

い
た
旧
鰍
沢
病
院
跡
地
は
富
士
川
地

方
合
同
庁
舎
の
建
設
が
始
ま
る
た

め
、
9
月
1
日
か
ら
駐
車
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
管
財
課　
財
産
管
理
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
6

　
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
が
、
本
町

の
地
上
部
区
間
（
最
勝
寺
〜
小
林
）

約
2
・
6
k
m
の
う
ち
、
利
根
川
公

園
内
の
約
76
m
の
高
架
橋
新
設
工
事

に
着
工
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

公
園
内
で
、
8
月
26
日
に
工
事
の
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
工
事
期

間
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
リ
ニ
ア
推
進
室

　
☎
22
―
7
2
0
3

子どもが無料で病院にかか
れるのはどうして？

自己負担分（3割など）が「子ども医療費助成制度・
ひとり親家庭医療費助成制度」によって、助成され
るからです。

ちなみに、富士川町では、0歳から
18歳（18歳になった後の最初の3
月31日まで）までの子どもが対象
です。

▲完成した旧鰍沢分庁舎跡地駐車場

▲町長も安全を祈願しました。
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【
基
本
的
方
向
】

▽
地
域
の
産
業
活
力
を
維
持
し
、
安

定
的
な
雇
用
を
図
る
た
め
、
企
業
の

誘
致
や
起
業
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
農
林
業
、
地
場
産
業
、
商
業
な
ど

の
異
な
る
産
業
間
の
連
携
に
よ
り
、

販
路
の
拡
大
や
新
た
な
産
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

起
業
支
援
事
業
、
企
業
誘
致
事
業
、

6
次
産
業
化
事
業
ほ
か

【
基
本
的
方
向
】

▽
住
宅
の
建
て
や
す
さ
や
土
地
の
取

得
し
や
す
さ
を
高
め
、
空
き
家
の
利

活
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
一
層
の
定

住
を
促
進
し
ま
す
。

▽
町
有
住
宅
の
改
修
や
使
用
料
の
見

直
し
、
新
た
な
宅
地
分
譲
や
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
よ

り
、
定
住
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

　

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
、
定
住
奨
励
金
補
助
事
業
、
観
光

大
使
事
業
、
友
好
都
市
事
業
な
ど

　
登
記
簿
上
の
地
目
は
農
地
（
田
・

畑
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
況
が
森

林
、
原
野
化
し
て
荒
廃
が
著
し
く
、

農
地
に
復
元
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

不
可
能
な
土
地
に
対
し
、
非
農
地
で

あ
る
と
い
う
証
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

◇
非
農
地
証
明
の
要
件

①�

そ
の
土
地
が
森
林
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
な
ど
、
農
地
に
復
元
す
る

た
め
の
物
理
的
な
条
件
整
備
が
著

し
く
困
難
な
土
地
で
あ
る
こ
と
。

②�

『
①
』以
外
の
場
合
で
、そ
の
土
地

の
周
囲
の
状
況
か
ら
、
土
地
を
農

地
と
し
て
復
元
し
て
も
継
続
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
。

◇
必
要
な
添
付
書
類

・
申
請
地
の
位
置
を
示
し
た
地
図

・
申
請
地
の
登
記
簿
謄
本

・
公
図

・�

現
況
写
真
（
四
方
か
ら
の
写
真
を

各
1
枚
）

※�

そ
の
他
、
非
農
地
証
明
に
は
、
い

く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

申
請
の
際
は
、
か
な
ら
ず
事
前
に

ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

�

産
業
振
興
課　
農
業
委
員
会
事
務

局　
☎
22
―
7
2
0
2

　
秋
は
農
作
業
が
忙
し
く
な
り
作
業

中
に
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

く
な
る
た
め
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
農
業
機
械
を
使
用
す
る
場
合

は
、
大
型
化
・
高
性
能
化
に
よ
り
、

利
便
性
・
生
産
性
が
大
き
く
向
上
し

ま
す
が
、
事
故
の
危
険
性
も
増
大
し

ま
す
。

　
「
農
作
業
は
焦
ら
ず
、急
が
ず
、慎

重
に
！
」
作
業
中
の
事
故
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

作
業
時
は
キ
チ
ン
と
し
た
服
装
を

す
る
。

○�

ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
に
注

意
す
る
。

○�

移
動
走
行
時
に
は
、
人
や
車
に
注

意
す
る
。

○�

機
械
の
点
検
・
整
備
の
時
は
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
す
る
。

○�

取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理

解
す
る
。

○�

棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
目
印
を
つ

け
目
立
た
せ
る
。

○�

で
き
る
限
り
一
人
で
の
作
業
は
行

わ
な
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

【
基
本
的
方
向
】

▽
出
会
い
の
場
や
交
流
の
場
の
充
実

を
図
り
、
若
い
世
代
が
結
婚
の
希
望

が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▽
「
富
士
川
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

　
婚
活
支
援
事
業
、
地
域
医
療
と
連

携
し
た
子
育
て
事
業
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
小
中

学
校
情
報
通
信
機
器
整
備
事
業
な
ど

【
基
本
的
方
向
】

▽
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
広
域
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を

展
開
し
、
よ
り
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

▽
い
か
な
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し

よ
う
と
も
、「
致
命
的
な
被
害
を
負
わ

な
い
強
さ
」
と
「
速
や
か
に
回
復
す

る
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
安
全
・

安
心
な
地
域
の
構
築
に
向
け
た
「
富

士
川
町
の
強
靭
化
」を
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

　

地
域
力
創
造
交
付
金
事
業
、
S 

N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
、

災
害
備
蓄
品
整
備
事
業
、
地
域
医
療

体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
業
ほ
か

　
第
2
次
総
合
戦
略
は
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
町
の
中・長
期
的
な
人
口
の

将
来
展
望
を
示
す
「
富
士
川
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
も
と
に
、
町
の
令
和
6
年

度
ま
で
の
基
本
目
標
、施
策
の
基
本
的
方
向
や
施
策
を
提
示
す
る
も
の
で
、皆

さ
ん
が
将
来
に
わ
た
っ
て
富
士
川
町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
町
の
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
目
標
ご
と
に
、
基
本
的
方
向
お
よ
び
施
策
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当　
☎
22
―
7
2
1
6

み
ん
な
で
考
え
　
一
緒
に
築
く

ま
ち
づ
く
り
を
　
目
指
し
て
！

〜
第
2
次
総
合
戦
略
を
策
定
〜

非
農
地
証
明
に
つ
い
て

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

〇
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

〇
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

〇�

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る

〇�

時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

総合戦略の基本目標
1．安定した雇用を創出する
2．新しいひとの流れをつくる
3．�若い世代の結婚・出産・子育
ての希望を叶える

4．�時代にあった地域をつくり、
安心な暮らしを守るととも
に、地域と地域を連携する
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平
成
27
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
5
年
目

と
な
り
、
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
電
子
証
明
書
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
（
20
歳
未

満
が
対
象
）
が
到
来
し
、
随
時
更
新

期
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
更
新
対
象
者
へ
は
有
効
期
限
に
到

達
す
る
2
〜
3
か
月
前
に
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら

『
有
効
期
限
通
知
書
』が
送
付
さ
れ
ま

す
。

【
注　
意
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
窓
口
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
有
効
期
限

通
知
書
の
送
付
を
延
期
し
て
い
ま

し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
随
時
送
付
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
有
効

期
限
通
知
書
が
期
限
間
近
に
な
っ

て
、
お
手
元
に
届
く
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
期
限
が
過
ぎ
た

場
合
で
も
、
新
規
発
行
が
で
き
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

【
電
子
証
明
書
】

　
電
子
証
明
書
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
次
の
2
つ
の
証
明
書
で
す
。

①
署
名
用
電
子
証
明
書

　

本
人
情
報
が
記
載
さ
れ
、
e
―

T
a
x
に
よ
る
確
定
申
告
な
ど
の
電

子
文
書
を
送
信
す
る
際
に
使
用
で
き

ま
す
。

（
暗
証
番
号
6
〜
16
桁
の
英
・
数
字
）

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

　
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

利
用
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
、
本

人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
際
に
使

用
で
き
ま
す
。（
暗
証
番
号
数
字
4
桁
）

◇
電
子
証
明
書
有
効
期
限

　
5
年

◇
更
新
方
法

　
役
場
窓
口
で
更
新
作
業
を
行
い
ま

す
。
更
新
手
続
き
は
有
効
期
限
の
3

か
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

◇
持
ち
物

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・�

電
子
証
明
書
有
効
期
限
の
お
知
ら

せ
（
な
く
て
も
可
）

※�
カ
ー
ド
交
付
時
の
暗
証
番
号
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
予
約
申
込
を
し
た
人
を
対

象
に
、
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
で
買
い
物
に
使
え
る

ポ
イ
ン
ト
を
国
が
付
与
す
る
仕
組
み

で
す
。

※�

付
与
対
象
期
間
は
令
和
2
年
9
月

か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で
で
す
。

【
予
約
・
申
込
の
流
れ
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
準
備

②
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約

　
お
持
ち
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

予
約
を
行
い
ま
す
。

③�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
申
し
込
み

　
②
が
終
わ
っ
た
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
1
つ
選
択

し
、
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

①
ス
マ
ホ
か
ら

　
『
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア

プ
リ
』
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、「
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
ロ
グ

イ
ン
」
の
「
利
用
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」

か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
、
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　
『
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予

約
・
申
込
サ
イ
ト
』
へ
ア

ク
セ
ス
し
、「
マ
イ
ペ
ー
ジ

の
ロ
グ
イ
ン
」の「
利
用
者
マ
イ
ペ
ー

ジ
」
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
、
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

る
た
め
の
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
手
続
き
ス
ポ
ッ
ト
か
ら

　
役
場
窓
口
、コ
ン
ビ
ニ（
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
、A
T
M
）、携
帯
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
の
た
め
の
端

末
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル　
0
1
2
0
―
95
―
0
1
7
8

※
ダ
イ
ヤ
ル
後
、
5
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い

　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

◇
有
効
期
限

　
発
行
日
か
ら
申
請
者
の
10
回
目
の

誕
生
日
（
発
行
時
に
20
歳
未
満
の
方

は
5
回
目
の
誕
生
日
）
ま
で

◇
更
新
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
請

②
パ
ソ
コ
ン
で
の
申
請

③
証
明
用
写
真
機
で
の
申
請

④
郵
送
で
の
申
請

　
申
請
後
、
町
民
生
活
課
か
ら
「
交

付
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

役
場
窓
口
で
、
新
し
い
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◇
持
ち
物

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
交
付
通
知
書

・
交
付
通
知
書
に
記
載
の
必
要
書
類

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
戸
籍
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
8

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は

ス
マ
ホ
か
ら
も
予
約
で
き
ま
す

電子証明書の有効期限（5年）

マイナンバーカードの有効期限（10年または 5年）

最大5千円分の
ポイント付与!!
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◆リサイクル可能なミックスペーパーとは？
　封筒（窓付可）、名刺、はがき、ノート、空き箱など マークがあるもの

【ミックスペーパーの出し方（注意事項）】
　・ミックスペーパーにプラスチックごみを入れないでください。（入っていた場合は回収できません）
　・汚れた紙や不衛生な紙は出せません。燃えるごみに出してください。
　　（例：紙おむつ、使用したティッシュペーパーなど）
　・シュレッダー紙は可燃ごみに出してください

◆廃食油の収集について
　天ぷらなどの料理で使い終わった油（廃食油）を各地区のリサイクルステーションで収集しています。
　集めた廃食油は、「バイオディーゼル燃料」というディーゼル車で使える燃料に再生し、ごみ収集車の燃料として
使用します。皆さんのご協力をお願いします。

【収集する油の種類】

◆廃食油の収集方法
・�各地区のリサイクルステーションに備え付けの廃食油収集箱のポ
リタンクに移し替えるか2ℓ以下のペットボトルに入れて出して
ください。（必ず収集箱と容器のフタを閉める）
　※賞味期限切れの植物油も収集します。
　※飲食店など事業所から出る廃食油は収集しません。
　※�未開封の油は、容器の封を開けず、そのままの状態で出してく
ださい。

みんなで使うリサイクルステーションはきれいに使用しましょう

●お問い合わせ
　町民生活課　生活環境担当　☎22−7209

「環境のまち富士川」

ふじかわ環境教室　第3回　〜ミックスペーパーと廃食油について〜

○収集する油○

ま
ぜ
な
い
で
！

×収集できない油×
菜種油（キャノーラ油）

植物油

エンジンオイルなど 鉱物油
大豆油 牛脂

動物油コーン油 豚油（ラード）
サフラワー（紅花） 魚油
ヒマワリ油 ヤシ油

植物油綿実油 パーム油
ゴマ油 ショートニング
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［8月分］

工　事　名　・　件　名 場　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

穂積簡水唐沢水源水量調査業務委託 小 室 1,700,000 オリジナル設計㈱山梨事務所
富士川町下水道総合地震対策計画修正業務委託 － 3,900,000 オリジナル設計㈱山梨事務所
富士川町水道ビジョン策定業務委託 － 5,000,000 オリジナル設計㈱山梨事務所
富士川町橋梁定期点検業務委託 － 6,000,000 ㈱ サ ン ポ ー
町道天戸線道路改良工事 鰍 沢 4,620,000 ㈱ フ カ サ ワ
穂積簡水上手地区仮設管布設工事（2工区） 小 室 7,050,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所
町道大法師線道路改良工事 鰍 沢 14,000,000 ㈱ フ カ サ ワ
利根川公園テニスコート場夜間照明設備LED化工事 小 林 9,940,000 ㈱ 大 成 電 気
小林汚水枝線 30－2－4 号管布設工事 𣇃 米 13,850,000 ㈲ 井 上 興 業
電解水生成装置（各保育所） － 1,640,000 ホシザキ東京㈱山梨支店
電解水生成装置（各児童センターおよびますほ南クラブ） － 1,230,000 ホシザキ東京㈱山梨支店
※入札結果の詳細は、ホームページに半期ごと掲載してあります。

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

令和3・4年度競争入札参加資格定期審査を実施します
　町が発注する工事・物品・業務委託などの受注を希望する事業者は、「競争入札参加資格定期審査」を受ける必要
があります。「競争入札参加資格定期審査」は、2年に一度、県市町村総合事務組合（以下、組合）により、県内市
町村などとの共同受付により実施しています。
　申請期間以外の受付は行っていません。申請を希望される事業者は、必ず期間内に申請をしてください。

◇申　請　期　間� 10月5日（月）〜11月13日（金）
◇申　請　方　法�「やまなしくらしねっと」による電子申請および審査書類の提出
� （インターネットを利用できない場合に限り、紙での申請を受け付けます。）
◇審査書類の提出� 組合に郵送（組合への持参は受け付けません。）
� ※11月13日（金）の消印まで有効
　申請書などの様式の入手および申請方法、提出書類の詳細は、組合ホームページをご覧ください。
　組合HP「http://www.ysc-yamanashi.or.jp/」
　※インターネット環境をお持ちでない事業者は、組合にご連絡ください。

●お問い合わせ
　山梨県市町村総合事務組合　業務課　☎055−268−3446
　甲府市逢沢1−15−35　山梨県自治会館2階

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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Information
重度心身障害者医療費助成金受給者証

の更新について
　現在お持ちの受給者証の有効期限は10月31日まで
です。11月以降も引き続き助成を受けるには更新の手
続きが必要になります。
　例年では10月に各地域の会場で更新を行っていま
したが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、郵送による申請とさせていただきます。
　更新対象者には通知します。詳細は、通知をご覧く
ださい。
　ご不明な点がありましたら、お問い合わせください。
※�前年の所得が一定額以上の場合は、支給が停止する
場合があります。また、更新手続きをしなかった場
合は、医療費の助成が受けられなくなりますのでご
注意ください。

●お問い合わせ
　福祉保健課　障害福祉担当　☎22−7207

年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やそ
の他の所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を
支援するため、年金に上乗せして支給されるものです。

◇対象となる方
①老齢基礎年金を受給していて次の要件をすべて満たす方
・65歳以上
・世帯員全員が市町村民税が非課税
・年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下
②�障害基礎年金・遺族基礎年金を受給していて次の要
件を満たす方
・前年の所得額が約462万円以下
◇請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　対象になる方には、日本年金機構から10月中旬以
降にお知らせを送付します。同封の請求書に記入し提
出してください。令和3年2月1日までに請求手続が
完了すると、令和2年8月分からさかのぼって受け取
ることができます。
②年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町
村で請求手続きをしてください。

●お問い合わせ
　ねんきんダイヤル　☎0570−05−1165

栄養教室のお知らせ
　町では、皆さんの健康をサポートするために栄養教
室を開催します！　「バランスの良い食事」や「減塩の
方法」など一緒に学びませんか？　参加費は無料です。
ぜひ、ご参加ください。
◇内　　容� テーマ「食習慣を見直そう！」
� ※今年度は講義のみの開催となります。
◇日　　時� 10月29日（木）午後1時30分〜
◇定　　員� 15人
◇場　　所� 保健福祉支援センター
◇講　　師� 管理栄養士・保健師
◇持 ち 物� 筆記用具・水分補給できる物
※マスク着用でお願いします。

●お申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22−7207

防災ラジオ購入募集のお知らせ
◇防災ラジオとは
　防災行政無線の放送が聞き取りづら
いことを解消するために導入したもの
で、これにより屋内でも受信することができます。
　全国瞬時警報システム（Jアラート）も受信します。
◇価　　格� 防災ラジオ　（17,000円）
� 文字表示機付（33,500円）
◇音声が聞き取りにくい方は
　放送内容を文字で表示する「文字表示機付防災ラジ
オ」もあります。購入の際は、補助制度（聴覚障害を
お持ちの方は11,000円、それ以外の方は8,000円）
をご利用ください。（※要申請）
◇申し込みと受け取り方法
　申込用紙は、防災交通課窓口または町ホームペ―ジ
からダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、提出
してください。
◇募集期限　12月25日（金）まで
※�注文生産のため、納品までに数か月かかりますので、
あらかじめご了承ください。納品後、通知により、
ご連絡します。防災交通課窓口で現金と引き換えに
お渡しします。
●お申し込み・お問い合わせ
　防災交通課　消防防災担当　☎22−7218

お知らせ
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Net119緊急通報システム　が導入されます！
Net119 緊急通報システムとは
　聴覚や言語機能に障害があり、音声による119番通報が困難な方向けに、スマートフォンなどの端末から簡単な
操作で素早く消防機関へ通報できる仕組みです。
　事前に登録した内容や衛星測位システム（GPS）を利用することで、通報場所が特定できるため、迅速に消防車
や救急車が現場に向かうことができます。通報内容も、端末の画面で項目を選択することで、必要な情報を通報で
き、文字入力の必要がないため、従来のメールで通報する方法に比べて素早い通報が可能となります。
　このシステムは、富士川町、市川三郷町、早川町、身延町、南部町に在住されている方で、聴覚または音声・言
語機能などに障害のある方が、事前登録することでご利用いただけます。登録は無料で、サービスを利用した時の
通信料は利用者の負担となります。

通報の流れ

利用者登録説明会
　運用開始に先立って、説明会を開催します。
◇日　時� 10月11日（日）午前10時〜正午
◇場　所� 中富総合会館（身延町役場の隣）（身延町切石360）
◇対象者� 峡南消防本部管内在住の聴覚または音声、言語機能などに障害のある方
◇通訳者� 説明会には、山梨県立聴覚障害者情報センターから、手話通訳者が同席します
◇持ち物� お持ちのスマートフォンや携帯電話、住所のわかる物（運転免許証・障害者手帳など）、マスク
◇その他� �新型コロナウイルス感染症対策のため、当日はマスクの着用をお願いします。また、体調の悪い方の参

加は、ご遠慮ください。会場入り口で検温を実施し、発熱のある方の入場はお断りすることがあります
ので、ご了承ください。

� 詳細は峡南消防本部ホームページで確認できます。

●お問い合わせ　峡南広域行政組合消防本部通信指令課
　　　　　　　　☎055−272−1919　FAX�055−272−5604　e-mail：sirei@kyonan.jp

峡南広域行政組合消防本部
NET119 緊急通報システム

電話での通報が困難な方へ

①Net119 緊急通報 ②通報確認

③現場急行外出先または自宅 峡南消防本部
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富士川町観光大使
矢崎仁司監督作品
11.13 公開

　富士川町観光大使を務める矢崎仁司監督が手掛けた映画「さくら」が、11月13日（金）に全国で公
開されます。この映画の撮影が、昨年の春頃に、富士川町内の富士川ふれあいスポーツ公園や増穂商業
高校、富士川病院、セレモニーホールあじさい増穂、はくばく文化ホールで行われました。

　原作は直木賞作家の西加奈子さんの同名小説。
登場するのは、サクラと名づけられた1匹の犬と
5人の家族、そして彼らにとって大切な人たち。
長男の死をきっかけに、バラバラになっていた家
族を、もう一度つなぐ奇跡のような出来事が、大
晦日に訪れようとしていた…

　このほかにも映画「さくら」には、富士川町や
山梨県内の、見覚えのある風景がいくつも出てき
ますので、ぜひ、映画館まで足を延ばしてみてく
ださい。

©西加奈子／小学館　©2020「さくら」製作委員会

主な出演者
　北村匠海　小松菜奈　吉沢亮　寺島しのぶ　永瀬正敏

増穂商業高校での撮影

富士川沿いの土手での撮影

増穂商業高校での撮影

富士川ふれあいスポーツ公園での撮影

映画

映画「さくら」について
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10月1日（木）〜31日（土）

①シリーズ・尿トラブル
　　「尿トラブルの予防と対策」
②介護予防体操

【放送時間】
午前9時〜、午前11時〜（介護
予防体操のみ）、午後8時〜

●お問い合わせ
　福祉保健課　☎22−7207

　3月に富士川町観光大使を委嘱され、11月には新作映画の公開も控えた、
富士川町在住の映画監督 矢崎仁司さんに、映画「さくら」やご自身の映画へ
の想いについて、お話を伺いました。

■映画「さくら」を制作することになっていかがでしたか？
　お話をいただいたとき、原作の西加奈子さんは大好きな作家で、「さくら」
も自分と重なる思い入れのある作品なのでうれしかったです。西さんには、
以前に撮った三月のライオンの感想もいただけて励みになりました。
■町内の撮影もありましたが、ロケ地を選びは苦労されましたか？
　舞台が大阪の作品なので、ずいぶんロケハン（撮影地探し）もしたのです
が、なかなかピンと来る場所がなかったので、地元で探してみたら、オール
山梨ロケになりました。ふるさとを、映画が文化として根付く町にしたいと
いう思いがあるので、撮影現場を地元の人に見てもらえたのはうれしいです。
■ 3月に観光大使を委嘱されましたが、これからやってみたい事は？
　先ほど言ったように、映画が根付いた町にしていきたいので、これからも地元で多く撮影することで、

映画を身近に感じていただけたらと思います。また、富士川町
を多くの人に知ってもらうために、映画作りのワークショップ
を町で行えないかと模索中です。
■最後に映画「さくら」の見どころをおしえてください。
　今回の作品は自信作です！　何度見ても新しい発見があるよ
うな映画を目指しました。見る人の感情の鏡に、その時の気持
ちで受け取り方が変わる作品となっていれば幸いです。泣いた
り笑ったりしながら、見終わったらきっと元気になる映画です
ので、ぜひスクリーンに見に来てください。

〜繰り返し観ることができる映画を〜

映画監督　矢崎　仁司さん（鰍沢北）

富士川町健康情報カフェ

富士川CATV
（11ch）

▲信頼するスタッフと撮影に臨む矢崎監督
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②�

女
性
は
膣
、
男
性
は
尿
道
を
肛
門

と
と
も
に
閉
め
ま
す
。
素
早
く
閉

め
て
、緩
め
て
を
5
回
行
い
ま
す
。

③�

次
に
、ゆ
っ
く
り
締
め
続
け
ま
す
。

で
き
る
方
は
10
秒
程
度
閉
め
続
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
体
操
時
は
、
お
腹
の
筋
肉
や
お
尻

の
後
ろ
の
筋
肉
だ
け
を
動
か
す
の
で

は
な
く
、
膣
や
尿
道
の
周
り
の
筋
肉

を
き
ち
ん
と
動
か
せ
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
回　
数
〉

　
予
防
の
場
合
は
1
日
約
30
回
、
す

で
に
症
状
が
あ
る
場
合
は
50
回
か
ら

1
0
0
回
を
目
安
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
回
数
が
多
い
の
で
、
何
回
か
に
分

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

の
時
や
信
号
待
ち
、
レ
ジ
で
会
計
を

待
っ
て
い
る
時
な
ど
の
待
ち
時
間
を

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
尿
を
我
慢
す
る
時
、
腹
圧
が
少
し

か
か
る
よ
う
な
動
作
を
す
る
時
に
行

う
と
、
尿
漏
れ
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
骨
盤
底
筋
体
操
は
、
10
月
か
ら
放

送
さ
れ
る
富
士
川
C
A
T
V
「
富
士

川
町
健
康
情
報
カ
フ
ェ
」
で
も
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

　

�

富
士
川
町
健
康
情
報
カ
フ
ェ

（
11
c
h
）

　
放
送
時
間

　
午
前
9
時
〜
、
午
後
8
時
〜

　
来
年
の
開
催
に
向
け
て
期
待
が

高
ま
る
「
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で

す
が
、
今
年
度
の
山
梨
県
立
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ぴ
ゅ

あ
峡
南
」
の
推
進
事
業
は
、
富
士

川
町
在
住
で
元
陸
上
競
技
ア
ス

リ
ー
ト
、
2
0
1
2
年
ロ
ン
ド
ン

五
輪
出
場
経
験
を
持
つ
、
佐
野
夢

加
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
ア
ス
リ
ー
ト
時
代
の
回
想
記
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
現
在
の
お
仕
事
や
私
生

活
に
つ
い
て
、
女
性
・
母
親
な
ら

で
は
の
視
点
を
交
え
、「
私
が
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
〜
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
、
女
性
と
し
て
、

母
と
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
の
女
性
活
躍
を
後

押
し
す
る
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◇
日　
時

　
10
月
17
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
場　
所

　

�

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
峡
南

　
（
南
部
町
内
船
9
3
5
3
―
2
）

◇
参
加
費

　
無
料

◇
定　
員

　
30
人
（
事
前
申
込
み
必
要
）

◇
申
込
方
法

　

�

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※�

お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
は
託

児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
無
料
、3
日
前
ま
で
に
要

予
約
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い
】

・�

必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
入

館
時
に
は
備
え
付
け
の
消
毒

液
で
手
指
の
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。

・�

当
日
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状

が
あ
る
場
合
、
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
場
合
は
参
加
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ぴ
ゅ
あ
峡
南

　
☎
0
5
5
6
―
64
―
4
7
7
7

今月は福祉保健課
小林保健師が担当
です

佐野夢加さん
講演会のご案内

富士川町
男女共同参画推進委員会

〜
尿
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
「
骨
盤
底
筋
体
操
」
の
す
す
め
〜

テーブルに手を▶
つき軽くお尻を
突き出す

▲寝転んで膝を立てて軽く足を広げる

令和 2. 10 月号　No.127（16）



2 学期初登校の見守り活動

給食センター稼働開始

旧利根川堤防遺跡発掘調査の成果を学ぶ

ウォータースライダー出現！

㈱エヌテックスが防護服を寄付

　8月 18日（火）、21
日（金）に鰍沢警察署、
富士川町による増穂小
学校・鰍沢小学校児童
の見守り活動が行われ
ました。新型コロナウ
イルス感染症の影響
で、例年より短い夏休
みが終わり、宿題が詰
まったかばんを持った
児童たちは、元気いっ
ぱいに挨拶をして登校
していきました。

　8月 24日（月）、
竣工後初めての給食
を載せた配送車が、
学校給食センターか
ら出発していきまし
た。学校給食セン
ター最初の献立は、
ポークカレーに海藻
サラダ、冷凍みかん、
牛乳で、特に 4種の
ルーをブレンドした
こだわりカレーの評
判は上々でした。

　8月 28日（金）、
増穂小学校の4年生
が、今年 5月から 7
月にかけて行われた
旧利根川堤防遺跡の
発掘調査の成果につ
いて、県埋蔵文化財
センターの久保田氏
から説明を受け、旧
利根川が天井川だっ
たことや、旧増穂町
の水防の歴史につい
て学びました。

　8月 19日（水）、かじかざわ児童センターで、水遊
びが行われました。今年は新型コロナウイルス感染症
の影響で、町内のプールが利用できませんでしたが、
この日は水鉄砲を手に、お互いに水を掛け合ったり、
ホースで水を流した滑り台で遊んだりと、水の感触を
思いきり楽しむことができました。

　8月 28日（金）、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に役立てて欲しいと、株式会社エヌテックス代表
取締役社長　中澤弘一　様から、防護服 40着が贈ら
れました。災害時の被災者対応などに活用していきま
す。

エコバッグ作りで環境教育
　8月 20日（木）、第 5保育所で園児たちによるエコ
バッグ作りが行われました。第 5保育所では、特色あ
る保育として環境教育を推進しており、その一環で古
着を加工したエコバッグを作り、自分たちのできる環
境対策について学びました。27 日（木）の第 5保育
所夏祭りでは、作ったエコバッグで屋台の買い物を楽
しみました。
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【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

半
﨑
美
子
コ
ン
サ
ー
ト

「
半
﨑
美
子
明
日
を
拓
く
コ

ン
サ
ー
ト
2
0
2
0
」

■
10
月
8
日
（
木
）
発
売
開
始
！

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
歌
姫
。

半
﨑
美
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
心
に
寄
り
添
う
歌
声
を
お
聴

き
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日

　
11
月
14
日
（
土
）

◇
開
催
時
間

　
午
後
3
時

◇
入
場
料

　
全
席
指
定

・
前
売
り
券　
4
，0
0
0
円

・
当
日
券　
　
4
，5
0
0
円

　
（
友
の
会
会
員　
3
，8
0
0
円
）

※�

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
席
数
は
全
2
4
0

席
と
な
り
ま
す
。

TSUKEM
EN

コ
ン
サ
ー
ト

「TSUKEM
EN CONCERT 

つ
な
ぐ
お
と w

ith JITAN 
CLASSIC

」

■
10
月
22
日
（
木
）
発
売
開
始
！

　
W
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
。
数
十
分
あ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
聴
き
や
す

く
！　
分
か
り
や
す
く
！　
数
分
に

ま
と
め
た
時
短
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
お
届

け
し
ま
す
。
感
動
と
興
奮
の
ス
テ
ー

ジ
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日

　
12
月
12
日
（
土
）

◇
開
催
時
間

　
午
後
3
時

◇
入
場
料

　
全
席
指
定

・
前
売
り
券　
4
，5
0
0
円

・
当
日
券　
　
5
，0
0
0
円

　
（
友
の
会
会
員　
4
，3
0
0
円
）

※�

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
席
数
は
全
2
4
0

席
と
な
り
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

2
0
2
0
「
街
角
の
音
楽
会
」
開
催
！

　
毎
年
恒
例
の
出
演
者
同
士
が
協
力

し
て
開
催
す
る
音
楽
会
で
す
。

◇
開
催
日

　
10
月
24
日
（
土
）

◇
開
催
時
間

　
午
前
10
時
（
予
定
）

◇
入
場
料

　
無
料

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森

2
0
2
0
〜
森
か
ら
の
贈
り
物
〜

　
文
化
ホ
ー
ル
の
庭
園
で
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
町
民
有
志
に

よ
る
「
森
か
ら
の
贈
り
物
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
共
催
企
画
・
プ
レ
イ
パ
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日

　
11
月
3
日
（
火
・
祝
）

◇
開
催
時
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

【
お
知
ら
せ
】

令
和
3
年
3
月
分
の
貸
館
受
付

◇
日　
　
時

　
10
月
1
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分

に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
以
降

は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

（富士川町ますほ文化ホール）
☎ 22−8811
FAX�22−8815
Mail��info@fbkh.jp
★ホームページ
（URL）http://masuho-bunka.jp

はくばく文化ホールはくばく文化ホール

NEWS

　コンサートピアノの最高峰スタインウェイ
を弾いてみませんか。

◆利 用 料� 30 分 1,100 円
◆利用時間� 午前9時30分〜午後4時30分
◆対　　象� 小学生以上
� （小学生は保護者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。

スタインウェイを弾こう！
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10月の図書館

※�新型コロナ感染症拡大防止のため、今後の予定が変更になる場
合があります。電話または当館ホームページでご確認くださ
い。

　今年の開催は叶いませんでしたが、来年の開催に向け、県内で
さまざまな事業が行われます。町民図書館では、10月中、関連
本をコーナー展示します。また、リストも用意しますので、どう
ぞご利用ください。（館内配布およびHPに掲載）

山梨県ホストタウンウィーク事業

オリンピック・パラリンピック関連本特集

児童書
『だじゃれオリンピック』中川ひろたか／絵本館
『ようかいオリリンピック』めぐろみよ／星の環会
『ないしょのオリンピック』もとしたいずみ／ほるぷ出版
『とびきりおかしなマラソンレース』

メーガン・マッカーシー／光村教育図書
『モンスター・ホテルでオリンピック』柏葉幸子／小峰書店
『わかる！応援できる！パラスポーツ事典』

高橋明／メイツデジタルコンテンツ
『しらべよう！かんがえよう！オリンピック』全4巻

ニック・ハンター／ベールボールマガジン社
『オリンピック絵事典』PHP研究所

一般書
『1964年東京五輪ユニフォームの謎』

安城寿子／光文社新書
『オリンピック・パラリンピックを学ぶ』

後藤光将／岩波ジュニア新書
『1964年の東京オリンピック』石井正己／河出書房新社
『セッションズⅢ　陶酔と覚醒』沢木耕太郎／岩波書店
『ダブル・トライ』堂場瞬一／講談社
『トリガー（上）（下）』真山仁／角川書店
『MGC　マラソンサバイバル』蓮見恭子／光文社
『オリンピックへ行こう！』真保裕一／講談社
『コヨーテの翼』五十嵐貴久／双葉社
『オリンピックがやってきた』堀川アサコ／角川書店
『続　横道世之介』吉田修一／中央公論新社
『悪の五輪』月村了衛／講談社
『オリンピックの身代金』奥田英朗／角川書店

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　20 万円　秋山健様、秋山誠様（平林）
　「亡父　照男様のご遺志により町の振興のために」
一金　100 万円　加藤秀樹様（𣇃米）
　「亡父　昭男様のご遺志により町の振興のために」
一金　10 万円　矢崎甲子様（天神中條）
　「亡夫　哲夫様のご遺志により町の福祉のために」
マスクポスト	 布マスク	 13 枚
（ 8月 31 日現在）	

戸籍の窓
自 8月 1日　至 8月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 淸水　　玲	（れ　い）	 男	 郁
	 〃	 依田実咲希	（みさき）	 女	 光　央
	天 神 中 條	 柴田　凛叶	（りんと）	 男	 亮
	 〃	 西田　萌夏	（もえか）	 女	 学
	長　　　 	 浅野　遥太	（はるた）	 男	 成　也
	鰍　沢　中	 大森　美月	（みづき）	 女	 雅　基
	 〃	 佐川　千波	（ちなみ）	 女	 幸　司
	五　　　開	 大沢　美葵	（ひまり）	 女	 淳

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 芦 　洋平	 史　子	 （ 荒 川 ）
	青　柳　町	 熊王　政昭	 怜　子	 （ 穗 坂 ）
	 〃	 㓛刀　優也	 美　穂	 （ 有 泉 ）
	 〃	 佐藤　　充	 枝　里	 （ 渡 辺 ）
	中　　　部	 河野　裕介	 沙也加	 （ 埜 村 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 時田　　一	 75	 満　　明
	天 神 中 條	 長 　房文	 75	 君　　子
	 〃	 長澤　宣子	 80	 徹
	 〃	 長澤　哲夫	 74	 と し 子
	𣇃　　　米 深沢　岩男	 72	 優
	小　　　林	 望月　國雄	 68	 陽　　子
	 〃	 秋山　京子	 74	 光　　夫
	 〃	 有泉　政弘	 79	 正　　人
	 〃	 志村　好美	 87	 準
	長　　　 	 齊藤ハマノ	 93	 佐藤ちえ
	大　　　椚	 井上　　孝	 79	 哲　　孝
	青　柳　町	 𫝆津　　修	 72	 　　美
	穂　　　積	 樋口つる子	 91	 億　　壽

ひとのうごき（ 9月 1日現在）
人　口	 14,748 人	 （− 18）
　男	 7,163 人	 （− 14）
　女	 7,585 人	 （− 	 4）
世帯数	 6,311 戸	 （＋ 	 3）	 ※ (　) 内は対前月比
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ア イ ド ル ス テ ー ジ

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

菅　　美
み

織
おり

ちゃん　5歳（青柳町）

藤巻　颯
そう
野
や

くん
（令和元年 8月・長澤）
父　俊隆さん・母　香菜さん

保坂優
ゆう
太
た
郎
ろう

くん
（平成 26年 10月・中部）
父　伸也さん・母　加乃子さん

保坂旺
おう
太
た
郎
ろう

くん
（平成 30年 12月・中部）
父　伸也さん・母　加乃子さん

富士川町公式Facebook富士川町ホームページ 無料アプリ「マチイロ」富士川町公式 LINE

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵え

を

描か

き
ま
し
た
。
絵え

の

具ぐ

で
塗ぬ

る
の
と
コ
ス
モ
ス

を
折お

り
紙が

み

で
折お

る
の
が
楽た

の

し
か
っ
た
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ

ま
で
も
元げ

ん

気き

で
い
て
ね
。

毎日「まんま！」が止まらない食
いしん坊そうやくん。元気に1歳
になったね。お姉ちゃんと仲良く、
かっこいい大人になってね！

おしゃべり上手な優太郎。将
来の夢は蛙になること。がん
ばって！

よく食べる旺太郎。ニヤニヤ
して冷蔵庫を開けるのが最近
のブーム！
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